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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの不揮発性炭化水素油、エチレンとプロピレンとの少なくとも１つの第
一コポリマー、およびスチレンとスチレン以外の少なくとも１つのオレフィンとの少なく
とも１つの第二コポリマーを含む、油中水エマルジョンの形態にある、透明または半透明
の化粧品組成物。
【請求項２】
　前記第二コポリマーが、
　－エチレン／プロピレン／スチレン、
　－ブチレン／エチレン／スチレン、
　－ブタジエン／スチレン、
　－イソプレン／スチレン、
　－スチレン／ブタジエン／スチレン、
　－スチレン／イソプレン／スチレン、
　－スチレン／エチレン／ブチレン／スチレンコポリマー、
　－およびこれらのブレンド
から選択されることを特徴とする、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記第二コポリマーが、エチレン／プロピレン／スチレンおよびブチレン／エチレン／
スチレンコポリマーのブレンドであることを特徴とする、請求項２に記載の組成物。
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【請求項４】
　前記第二コポリマー対第一コポリマーの比が、１／１０～２０／１になることを特徴と
する、請求項１～３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項５】
　前記第一コポリマーの量が、前記組成物の総重量の０．１～１０重量％になることを特
徴とする、請求項１～４のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項６】
　前記第二コポリマーの量が、前記組成物の総重量の０．１～１０重量％になることを特
徴とする、請求項１～５のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項７】
　前記不揮発性炭化水素油の量が、前記組成物の総重量の５～３５重量％になることを特
徴とする、請求項１～６のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項８】
　前記不揮発性炭化水素油が、水素化ポリデセン、水素化ポリイソブテン、イソプロピル
パルミテート、イソノニルイソノナノエートまたはＣ１２－Ｃ１５アルキルベンゾエート
から選択される、炭化水素類およびエステル類から選択されることを特徴とする、請求項
１～７のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項９】
　前記油中水エマルジョンの水相が、
　－グリコールおよびグリコール類のホモポリマー；
　－グリセロールおよびポリグリセロール化合物；
　－単糖類；
　－ソルビトール；
　－二糖類；
　－およびこれらの混合物
から選択され得る、少なくとも１つのポリオールを含むことを特徴とする、請求項１～８
のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記ポリオールが、ポリグリセロール化合物およびスクロースとのこれらの混合物から
選択されることを特徴とする、請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記ポリオールの量が、前記組成物の重量の２５～３５重量％であることを特徴とする
、請求項９～１０のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１２】
　少なくとも１つの揮発性油を、前記組成物の重量の５～８重量％の量で含むことを特徴
とする、請求項１～１１のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１３】
　唇、眉毛、または肌のケアまたはメーキャップのための美容方法であって、請求項１～
１２のいずれか１項に記載の組成物の唇、眉毛、または肌への局所塗布を含む方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、油中水エマルジョンの形態にある化粧品組成物であって、少なくとも１つの
不揮発性炭化水素油、エチレンとプロピレンとの少なくとも１つの第一コポリマー、およ
びスチレンとスチレン以外の少なくとも１つのオレフィンとの少なくとも１つの第二コポ
リマーを含む組成物に関する。
　本発明はまた、顔のケアまたはメーキャップのための美容方法であって、角質物質への
この組成物の局所塗布を含む方法にも関する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００２】
　本発明は、肌、爪、睫毛、眉毛、または唇のメーキャップ（making up）のための組成
物、例えばファンデーション、アイシャドー、リップスティック、リップグロス（lip gl
oss）製品、目の下のくまを隠すための製品、頬紅、マスカラ、アイライナー、リップペ
ンシル、アイライナーペンシル、マニキュアを取り扱う。
　好ましい実施形態によれば、この化粧品組成物は、リップグロス製品、ファンデーショ
ンベース、または眉毛を整えるための製品である。
【０００３】
　角質物質上で良好な持続性を有する化粧品を得る１つの方法は、通常、有意な割合の揮
発性油を含有させることである。とはいえ、このように多量の揮発性油は、化粧品組成物
の快適性および光沢を減少させる。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の１つの目的は、塗布した時に清涼感を与え、日中良好な持続性を有し、良好な
レベルの透明性を有する化粧品組成物を提供することである。
　この製品は好ましくは不透明（opaque）ではない。つまり、この製品は透明（transpar
ent）であるかまたは半透明（translucent）である。
【０００５】
　本発明の１つの目的は、塗布した時に清涼感を与え、日中良好な持続性を有し、最小限
の光沢効果を有する化粧品組成物を提供することである。１つの実施形態によれば、本発
明による組成物は少量の揮発性油を含有し、なおかつ唇または肌において良好な持続性を
有する。
【０００６】
　この状況において、本発明の目的は、肌、眉毛、または唇のメーキャップのための組成
物であって、半透明であるかまたは透明であり、角質物質へ塗布された時、顧客に対して
フレッシュ感（freshening feeling）を与える組成物を提供することである。
【０００７】
　この問題を解決するために、本出願人は、不揮発性炭化水素（non volatile hydrocarb
on oil）を含有する油中水エマルジョン（water-in-oil emulsion）を捜し求めた。本出
願人は驚くべきことに、２つの特定のコポリマーの混合物が、不揮発性炭化水素油を含む
脂肪相の屈折率を低下させ、この脂肪相（fatty phase）の屈折率を水相の屈折率に近づ
けることを可能にすることを発見した。
【０００８】
　本発明の目的は、不揮発性炭化水素油を含む油中水型のエマルジョンにおける、少なく
とも２つの特定のコポリマーの組み合わせの使用によって達成される。
【０００９】
　このようにして、本発明の対象は、油中水エマルジョンの形態にある化粧品組成物であ
って、少なくとも１つの不揮発性炭化水素油、エチレンとプロピレンとの少なくとも１つ
の第一コポリマー、およびスチレンとスチレン以外の少なくとも１つのオレフィンとの少
なくとも１つの第二コポリマーを含む組成物である。
【００１０】
　この油中水エマルジョンは、脂肪相（fatty phase）および水相（aqueous phase）を含
み、この脂肪相は好ましくは、少なくとも１つの不揮発性炭化水素油、エチレンとプロピ
レンとの少なくとも１つの第一コポリマー、およびスチレンとスチレン以外の少なくとも
１つのオレフィンとの少なくとも１つの第二コポリマーを含む。
【００１１】
　より高い透明性のために、水相の屈折率は有利には、水相に少なくとも１つのポリオー
ルを含ませることによって高めることができる。ポリグリセロール－６は、水相の屈折率
に大きい増加をもたらすので好ましい。
【発明を実施するための形態】
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【００１２】
不揮発性炭化水素油（Non volatile Hydrocarbon oil）
　上で示されているように、この組成物は、少なくとも１つの不揮発性炭化水素油を含む
。
【００１３】
　本発明の意味の中で、「油（oil）」という用語は、周囲温度（２５℃）において液体
であり、かつこれが２５℃において少なくとも１重量％の割合で水中に導入された時、水
中に全く溶解性がないか、または水中に導入された油の重量に対して１０重量％未満のレ
ベルまで溶解性がある化合物を意味すると理解される。
【００１４】
　「炭化水素油（hydrocarbon oil）」という用語は、水素および炭素原子を含み、かつ
ケイ素原子は含有しない油を意味すると理解される。
【００１５】
　本発明の意味の中で、「不揮発性油（non volatile oil）」という用語は、０．１３Ｐ
ａ（１０－３ｍｍＨｇ）未満の、周囲温度および大気圧における蒸気圧を有する油を意味
すると理解される。
【００１６】
　低い極性または中程度の極性を有する炭化水素油が好ましい。例えば極性基を有してい
ないエステル油および炭化水素油である。
【００１７】
　唇の塗布のために意図された場合、炭化水素油は好ましくは、典型的には１．４５以上
、または１．４７以上でさえある高い屈折率を有する。
【００１８】
　本発明による組成物中に存在する不揮発性炭化水素油は、炭化水素、すなわち炭素およ
び水素原子からなる油より選択されてもよい。これは特に、ポリブテン、水素化ポリイソ
ブテン、および水素化ポリデセンから選択されてもよい。これは好ましくは水素化ポリデ
センである。
【００１９】
　本発明によれば、これらの不揮発性炭化水素油はまた、モノカルボン酸のエステル類、
好ましくはモノエステル類から選択されてもよい。
【００２０】
　有利には前記エステルは、次の一般式（Ｉ）、
　　Ｒ１－ＣＯ－Ｏ－Ｒ２　　（Ｉ）
（式中、Ｒ１は、場合により１またはそれ以上のエチレン二重結合を含み、場合により置
換される、１～４０の炭素原子、好ましくは７～１９の炭素原子の線状または分枝アルキ
ル基を表し、
　Ｒ２は、場合により１またはそれ以上のエチレン二重結合を含む、１～４０炭素原子、
好ましくは３～３０の炭素原子、より良くは３～２０の炭素原子の線状または分枝アルキ
ル基を表す）
に対応する。
【００２１】
　Ｒ２はまた、アリール基、例えばベンジルを表してもよい。
【００２２】
　前記エステルの炭素数は、好ましくは１０～４０になり、典型的には約２０である。
【００２３】
　Ｒ１は、１～４０、さらに良くは７～１９の炭素原子を含む、好ましくはより高級な線
状、または好ましくは分枝脂肪酸の残基を表してもよく、Ｒ２は、１～４０、好ましくは
３～３０、さらに良くは３～２０の炭素原子を含有する線状、または好ましくは分枝炭化
水素鎖を表してもよい。
【００２４】
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　Ｒ１基の例は、酢酸、プロピオン酸、酪酸、カプロン酸、カプリル酸、ペラルゴン酸、
カプリン酸、ウンデカン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、
イソステアリン酸、アラキジン酸、ベヘン酸、オレイン酸、リノレン酸、リノール酸、オ
レオステアリン酸、アラキドン酸、およびエルカ酸、およびこれらの混合物からなる群よ
り選択される脂肪酸に由来するものである。
【００２５】
　本発明の組成物の脂肪相において用いることができるエステル類の例は、例えばピュア
セリン油（セトステアリルオクタノエート）、イソノニルイソノナノエート、イソプロピ
ルミリステート、イソプロピルパルミテート、２－エチルヘキシルパルミテート、Ｃ１２

－Ｃ１５エステルベンゾエート、２－オクチルドデシルステアレート、２－オクチルドデ
シルエルケート、イソステアリルイソステアレート、およびアルコール類もしくはポリア
ルコール類、例えば脂肪アルコール類のヘプタノエート類、オクタノエート類、デカノエ
ート類、またはリシノレエート類である。
【００２６】
　エステル油は好ましくは、次の化合物から選択されるであろう。
　・イソノニルイソノナノエート、
　・イソプロピルパルミテート、
　・イソステアリルイソステアレート。
【００２７】
　不揮発性炭化水素油の量は有利には、この組成物の総重量の５～３５重量％、好ましく
はこの組成物の総重量の１０～３０重量％になる。
【００２８】
第一コポリマー（First copolymer）
　第一コポリマーは、不揮発性炭化水素油中の分散液としてのエチレン／プロピレンコポ
リマーであってもよい。前記不揮発性炭化水素油は、上に記載された油の１つであっても
よい。
【００２９】
　一例として第一コポリマーは、水素化ポリデセン中の分散液としてのエチレン／プロピ
レンコポリマー、例えば特にＣｒｅａｔｉｏｎｓ　Ｃｏｕｌｅｕｒｓによって商品名Ｃｒ
ｅａｇｅｌ（登録商標）ｃｒｙｓｔａｌ、特にＣｒｅａｇｅｌ（登録商標）ｃｒｙｓｔａ
ｌ ＡＦとして販売されているものであってもよい。
【００３０】
　第一コポリマーの量は有利には、この組成物の総重量の０．１～１０重量％、好ましく
は０．５～５重量％になる。
【００３１】
第二コポリマー（Second copolymer）
　第二コポリマーはより詳しくは、ジブロックもしくはトリブロックコポリマーであるか
、またはラジアルブロックを含むコポリマーであってもよい。これらのコポリマーは一般
に、オレフィン以外のモノマーを含まないので、これらのコポリマーは好ましくは、スチ
レンモノマーを含むオレフィンコポリマーから選択される。
【００３２】
　第二コポリマーは特に、スチレン以外のオレフィンとして、エチレン、プロピレン、ブ
チレン、ブタジエン、およびイソプレンから選択される少なくとも１つのオレフィンを含
んでもよいが、このリストは限定的なものではない。
【００３３】
　第二コポリマーは特に、
　－エチレン／プロピレン／スチレン、
　－ブチレン／エチレン／スチレン、
　－ブタジエン／スチレン、
　－イソプレン／スチレン、
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　－スチレン／ブタジエン／スチレン、
　－スチレン／イソプレン／スチレン、
　－スチレン／エチレン／ブチレン／スチレンコポリマー、
　－およびこれらのブレンド
から選択されてもよい。
【００３４】
　第二コポリマーは特に、Ｓｈｅｌｌによって商品名Ｋｒａｔｏｎ（登録商標）：Ｋｒａ
ｔｏｎ　Ｇ１７０１　Ｘ、Ｇ１６５２、Ｄ１１０２、Ｄ１１０７、Ｄ１１６として、また
はＰｅｎｒｅｃｏによって商品名Ｖｅｒｓａｇｅｌ（登録商標）：Ｖｅｒｓａｇｅｌ（登
録商標）ＭＮ、ＭＥ、ＭＰ、ＭＬとして販売されているコポリマーから選択されてもよい
。
【００３５】
　第二コポリマーは、この組成物の他の成分と混合する前に、不揮発性炭化水素油中に分
散されてもよい。前記不揮発性炭化水素油は、上に記載されている油の１つであってもよ
い。
【００３６】
　一例として第二コポリマーは、エチレン／プロピレン／スチレンコポリマーとブチレン
／エチレン／スチレンコポリマーとのブレンドであってもよい。
【００３７】
　第一および第二コポリマーは好ましくは、本発明による油中水エマルジョンの脂肪相中
に含まれる。
【００３８】
　第二コポリマー対第一コポリマーの比は有利には、１／１０～２０／１、より好ましく
は１／２～５／１、好ましくは１／１～２／１になる。
【００３９】
　第二コポリマーの量は有利には、この組成物の総重量の０．１～１０重量％、好ましく
は０．５～５％になる
【００４０】
他の成分（Other Ingredients）
　不揮発性炭化水素油とは別に、本発明による油中水エマルジョンは、特に合成（ポリ）
エステルおよび（ポリ）エーテル、植物油、分枝および／または不飽和脂肪酸、例えばオ
クチルドデカノール、分枝および／または不飽和脂肪アルコール、シリコーン油、例えば
線状ポリジメチルシロキサン（これらは場合によりフェニル化されている）もしくは環状
ポリジメチルシロキサン、フルオロシリコーン油、フッ素化油、およびこれらの混合物か
ら選択される少なくとも１つの他の油を含んでもよい。
【００４１】
　前記不揮発性炭化水素油を含む組成物中に存在する油の量は、好ましくはこの組成物の
総重量の２０％超、より好ましくは２５％超、例えば２０～５０％、好ましくは２５～４
０％、より好ましくは約３０％、および約３５％に相当する。
【００４２】
　この組成物の油のうち、本発明においては少なくとも１つの光沢油（glossy oil）、す
なわち１．４５超、好ましくは１．４７超の屈折率を示す油を用いることが好ましい。
【００４３】
　光沢油の例は特に、フェニル化シリコーン油、例えばＩＮＣＩ（International Nomenc
lature for Cosmetic Ingredients）名「フェニルトリメチコーン」として識別されるも
のであって、その一例が、Ｒｈｏｄｉａから商品名Ｍｉｒａｓｉｌ　ＰＴＭとして入手可
能なシリコーンから構成されるもの、ＩＮＣＩ名「フェニルプロピルジメチルシロキシシ
リケート」として識別されるものであって、その一例が、Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｅｌｅｃｔｒ
ｉｃから商品名Ｓｉｌｓｈｉｎｅ　１５１として入手可能なシリコーンから構成されるも
の、およびＩＮＣＩ名「トリメチルペンタフェニルトリシロキサン」として識別されるも
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のであって、その一例が、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇから商品名ＤＣ　ＰＨ１５５５　ＨＲ
Ｉとして入手可能なシリコーンから構成されるものである。
【００４４】
　光沢油として、ＩＮＣＩ名「ペルフルオロノニルジメチコーン」として識別されるフッ
素化シリコーンであって、その一例が、Ｐｈｏｅｎｉｘから商品名Ｐｅｃｏｓｉｌ　ＦＳ
（ＦＳＵ、ＦＳＬなど）として入手可能なシリコーンから構成されるもの、およびこれの
別の例が、Ｂｉｏｓｉｌ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓから商品名Ｂｉｏｓｉｌ　Ｂａｓｉ
ｃｓ（Ｆｌｕｏｒｏｓｉｌ　ＬＦ、１４など）として入手可能なシリコーンから構成され
るものを挙げることもできる。
【００４５】
　光沢油の他の例は天然油であり、特にヒマシ種油；６～２０炭素原子を含む脂肪鎖を有
する脂肪酸および／または脂肪アルコールのモノエステルおよびポリエステル、特に、ヒ
ドロキシ酸および脂肪アルコールのモノエステルおよびポリエステル、例えばジイソステ
アリルマレート、安息香酸および脂肪アルコールのエステル、例えばＣ１２－Ｃ１５アル
キルベンゾエート、ポリオール、特に（ジ）ペンタエリトリトールのポリエステル、例え
ばペンタエリトリチルテトライソステアレート、ジペンタエリトリチルペンタイソノナノ
エート、およびジペンタエリトリチルＣ５－Ｃ９エステル、またはポリグリセロールのポ
リエステル、例えばＩＮＣＩ名「ビス－ジグリセリルポリアシルアジペート－１」として
公知であり、Ｓａｓｏｌによって商品名Ｓｏｆｔｉｓａｎ　６４５として販売されている
もの、またはトリメチロールプロパンのポリエステル、例えば特にＫｏｋｙｕ　Ａｌｃｏ
ｈｏｌ　Ｋｏｇｙｏによって商品名Ｋａｋ　ＴＴＯとして販売されているトリメチロール
プロパントリエチルヘキサノエート、またはプロピレングリコールのポリエステル、例え
ば特にＩｎｏｌｅｘによって商品名Ｌｅｘｆｅｅｌ　Ｓｈｉｎｅとして販売されているプ
ロピレングリコールジベンゾエート、およびイソセチルステアロイルステアレート；およ
び水素化ヒマシ油のポリエステル、例えばＫｏｋｙｕ　Ａｌｃｏｈｏｌ　Ｋｏｇｙｏによ
って商品名Ｒｉｓｏｃａｓｔ　ＤＡ－ＨおよびＲｉｓｏｃａｓｔ　ＤＡ－Ｌとして販売さ
れているエステルである。
【００４６】
　本発明による組成物は、上に挙げられた油の混合物を含んでもよいと理解されるのは明
らかである。
【００４７】
　本発明にしたがって使用される組成物はこれに加えて、少なくとも１つの揮発性油を含
んでもよい。揮発性油の量は好ましくは低く、典型的にはこの組成物の総重量の１５重量
％未満、より好ましくはこの組成物の総重量の１０重量％未満、さらにより好ましくはこ
の組成物の総重量の５～８重量％である。この組成物は、揮発性油を含んでいなくてもよ
い。
【００４８】
　「揮発性油（volatile oil）」という用語は、周囲温度および大気圧において非ゼロ蒸
気圧を有する油を意味すると理解され、これは特に、０．１３Ｐａ～４０，０００Ｐａ（
１０－３～３００ｍｍＨｇ）の範囲、好ましくは１．３Ｐａ～１３，０００Ｐａ（０．０
１～１００ｍｍＨｇ）の範囲、優先的には１．３Ｐａ～１，３００Ｐａ（０．０１～１０
ｍｍＨｇ）の範囲の蒸気圧を有する。
【００４９】
　揮発性油は、シリコーン油、炭化水素油、フッ素化油、またはこのような油の混合物で
あってもよい。
【００５０】
　「シリコーン油」という用語は、少なくとも１つのケイ素原子、特に少なくとも１つの
Ｓｉ－Ｏ基を含む油を意味すると理解される。
【００５１】
　揮発性シリコーン油または揮発性シリコーンの例は、特に８センチストークス未満の粘



(8) JP 5595043 B2 2014.9.24

10

20

30

40

50

度（８×１０－６ｍＶｓ）を有し、特に２～１０のケイ素原子、とりわけ２～７のケイ素
原子を含む線状もしくは環状シリコーン油であり、これらのシリコーンは場合により、１
～１０の炭素原子を含むアルキルもしくはアルコキシ基を含む。特に、本発明において用
いることができる揮発性シリコーン油として、５および６ｃＳｔの粘度を有するいくつか
のジメチコーン、オクタメチルシクロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキ
サン、ドデカメチルシクロヘキサシロキサン、ヘプタメチルヘキシルトリシロキサン、ヘ
プタメチルオクチルトリシロキサン、ヘキサメチルジシロキサン、オクタメチルトリシロ
キサン、デカメチルテトラシロキサン、ドデカメチルペンタシロキサン、ＩＮＣＩ名メチ
ルトリメチコーンおよびカプリリルメチコーンによって識別される化合物、およびこれら
の混合物を挙げることができる。環状シリコーン油が本発明において好ましい。
【００５２】
　揮発性炭化水素油は、８～１６炭素原子を含む炭化水素油、特に分枝したＣ８－Ｃ１６

アルカン（イソパラフィンとしても知られている）、例えばイソドデカン（２，２，４，
４，６－ペンタメチルヘプタンとしても知られている）、イソデカン、またはイソヘキサ
デカンから選択することができる。
【００５３】
　「フッ素化油（fluorinated oil）」という用語は、少なくとも１つのフッ素原子を含
む油、例えばノナフルオロメトキシブタン、ペルフルオロメチルシクロペンタン、ペルフ
ルオロジメチルシクロヘキサン、ペルフルオロペルヒドロフェナントレン、ペルフルオロ
デカリン、およびこれらの混合物を意味すると理解されるが、このリストは限定的なもの
ではない。
【００５４】
　本発明による油中水エマルジョンの脂肪相は、これに加えて有利には、少なくとも１つ
の脂肪相構造化剤（fatty-phase structuring agent）、例えばワックス、ペースト、親
油性ゲル化剤、またはこれらの混合物を含んでもよい。
【００５５】
　「ワックス」という用語は、３０℃超であって、一般に９０℃未満の融点を有し、この
組成物の調製条件下において液体であり、かつ固体状態において異方性結晶配列を示す脂
肪物質を意味すると理解される。ワックスの例は、特に植物ワックス、ミネラルワックス
、または合成ワックスであり、後者のワックスは有利には炭化水素またはシリコーンワッ
クスであることが可能である。このようにして、カルナウバワックス、カンデリラワック
ス、蜜蝋（Ｃｅｒａ　ａｌｂａ）、ポリエチレンワックス、およびパラフィンワックス、
ならびにオゾケライト、およびＣ８－Ｃ２０酸およびグリセロールのトリエステル、例え
ばグリセリルトリベヘネート、およびこれらの混合物を挙げることができるが、このリス
トは限定的なものではない。
【００５６】
　親油性ゲル化剤の例は、特にシリコーンポリマー、より詳しくはオルガノポリシロキサ
ンエラストマーである。これらのうち、この鎖の末端または真ん中に位置する、好ましく
はケイ素原子上に位置する不飽和基、例えばビニルもしくはアリル基を有するオルガノポ
リシロキサンと別の反応性シリコーン化合物、例えばオルガノヒドロポリシロキサンとの
反応の結果生じた、少なくとも一部架橋されたポリマーを挙げることができる。これらの
ポリマーは通常、揮発性もしくは不揮発性シリコーン溶媒中もしくは炭化水素溶媒中のゲ
ル形態で入手可能である。このようなエラストマーの例は、特にＳｈｉｎ－Ｅｔｓｕによ
って商品名ＫＳＧ－６、ＫＳＧ－１６、ＫＳＧ－３１、ＫＳＧ－３２、ＫＳＧ－４１、Ｋ
ＳＧ－４２、ＫＳＧ－４３、およびＫＳＧ－４４として、およびＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ
によって商品名ＤＣ　９０４０およびＤＣ　９０４１として販売されている。別の油性ゲ
ル化剤は、エポキシ基によって官能基化され、かつヒドロシリル化されたオルガノポリシ
ロキサンの触媒の存在下における自己重合によって得られたシリコーンポリマーから構成
されており、これは、Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃから商品名Ｖｅｌｖｅｓｉｌ　
１２５として商業的に入手可能である。別の親油性ゲル化剤は、環状ビニルジメチコーン
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／ジメチコーンコポリマー、例えばＪｅｅｎによって商品名Ｊｅｅｓｉｌｃ　ＰＳ（ＰＳ
－ＶＨ、ＰＳ－ＶＨＬＶ、ＰＳ－ＣＭ、ＰＳ－ＣＭＬＶ、およびＰＳ－ＤＭを包含する）
として販売されているものから構成される。別の型の親油性ゲル化剤は、ポリアミド、例
えばＩＮＣＩ名ポリアミド－３によって識別されるもの、特にＡｒｉｚｏｎａ　Ｃｈｅｍ
ｉｃａｌｓから入手可能なＳｙｌｖａｃｌｅａｒ　ＡＦ　１９００ＶおよびＰＡ　１２０
０Ｖポリマー、およびまた、ＩＮＣＩ名「エチレンジアミン／水素化ダイマージリノレエ
ートコポリマーＢｉｓ－Ｄｉ－Ｃ１４－１８アルキルアミド」によって識別され、かつ例
えばＡｒｉｚｏｎａ　ＣｈｅｍｉｃａｌからＳｙｌｖａｃｌｅａｒ　Ａ２００Ｖもしくは
Ｓｙｌｖａｃｌｅａｒ　Ａ２６１４Ｖとして入手可能なものから構成される。これに代わ
る形態において、この親油性ゲル化剤は、ベントンまたはスクロースエステル、例えばＩ
ＮＣＩ名「スクローステトラステアレートトリアセテート」によって示されるものであっ
てもよい。
【００５７】
　この脂肪相はまた、１またはそれ以上のペースト状化合物、すなわちワックスのように
、可逆性の液体／固体状態変化を受けることができ、かつ固体状態において異方性結晶配
列を有するが、２３℃の温度でこれらが液体フラクションおよび固体フラクションを含む
という点においてワックスとは異なる親油性脂肪物質を含んでもよい。
【００５８】
　これに加えてこの脂肪相は、この組成物によって与えられたメーキャップへ、保持特性
および／または移行しない（transfer-free）特性、および／または光沢を導入しうる少
なくとも１つの皮膜形成ポリマー（film forming polymer）を含んでもよい。これは特に
、ウレタンまたはフッ素またはアクリレートによって変性されたシリコーンポリマー、例
えばＳｈｉｎ－Ｅｔｓｕによって商品名ＫＰ－５４５、ＫＰ－５６１、およびＫＰ－５６
２として販売されている（メタ）アクリレートシリコーン、およびＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎ
ｇによって商品名ＤＣ　ＦＡ４００２　ＩＤおよびＤＣ　ＦＡ４００１　ＣＭとして販売
されているポリマーであってもよい。皮膜形成ポリマーの他の例は、シリコーン樹脂、特
にＭＱ樹脂、例えばトリメチルシロキシシリケート、およびＭＴ樹脂、例えばシルセスキ
オキサン誘導体、特にＳｈｉｎ－Ｅｔｓｕによって販売されているポリメチルシルセスキ
オキサン、およびまたＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇによって商品名ＤＣ　６７０として販売さ
れているポリプロピルシルセスキオキサン、またはＷａｃｋｅｒによって商品名Ｂｅｌｓ
ｉｌ　ＳＰＲ４５ＶＰとして販売されているフェニルプロピルポリシルセスキオキサンで
ある。別の例は、ＩＮＣＩ名「トリフルオロプロピルジメチルシロキシトリエチルシロキ
シシリケート」によって識別されるフルオロシリコーンポリマー、例えばＧｅｎｅｒａｌ
　Ｅｌｅｃｔｒｉｃから商品名ＸＳ６６ーＢ８２２６として販売されているものから構成
される。同様に、皮膜形成ポリマーとして、例えば、溶媒例えばヘプタン中のジメチコノ
ールおよびＭＱシリケート樹脂の重縮合によって得られた生体接着性ポリマーが使用され
てもよい。これらは特に、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇによって商品名ＤＣ７－４４０５　ｌ
ｏｗ　ｔａｃｋおよびＤＣ７－４５０５　ｈｉｇｈ　ｔａｃｋとして販売されている。皮
膜形成ポリマーの他の例は、ポリ（環状オレフィン）、例えば特にＫｏｂｏによって商品
名Ｋｏｂｏｇｕａｒｄ　５４００として販売されているポリシクロペンタジエン、または
同様にポリジシクロペンタジエンである。皮膜形成ポリマーのさらに他の例は、ビニルピ
ロリドン（ＶＰ）および／または線状オレフィンのコポリマー、例えば、ＩＳＰからのＡ
ｎｔａｒｏｎ　Ｖ２１６およびＡｎｔａｒｏｎ　Ｖ２２０を包含するＶＰ／ヘキサデセン
およびＶＰ／エイコセンコポリマー、または同様にエチレン／ビニルアセテートコポリマ
ー、例えばＢａｅｒｌｏｃｈｅｒからのＡＣ　４００から構成される。この発明において
用いられうる他の皮膜形成ポリマーは、ポリアクリレート、例えば特にＣｒｅａｔｉｏｎ
ｓ　Ｃｏｕｌｅｕｒｓによって商品名Ｃｒｅａｓｉｌ　７ＩＤとして販売されているポリ
（エチルアクリレート）である。
【００５９】
　本発明による油中水エマルジョンは、上記脂肪相に加えて、水、および場合により親水
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性および／または水溶性添加剤、例えばポリオールを含む水相を含む。
【００６０】
　油中水エマルジョンの水相は好ましくは、この組成物の総重量の３０～６０重量％、好
ましくはこの組成物の総重量の４０～５０重量％に相当する。
【００６１】
　好ましい実施形態によれば、本発明による組成物は、この組成物の総重量に対して５～
３０重量％、好ましくは１０～２０重量％の水を含む。
【００６２】
　より高い透明度のために、この水相の屈折率は有利には、水相中に少なくとも１つのポ
リオールを含むことによって高めることができる。ポリオールは、少なくとも２つのヒド
ロキシル基を含むポリマー化合物または非ポリマー化合物を意味すると理解される。
【００６３】
　ポリオールは有利には、ポリグリセロール誘導体、例えば商業的に入手可能な、工業的
に生産された製品、例えばポリグリセロール＃３１０（Ｓａｋａｍｏｔｏ　Ｙａｋｕｈｉ
ｎ　Ｋｏｇｙｏ　Ｃｏ．Ｌｔｄ．製）、ポリグリセロール＃５００（Ｓａｋａｍｏｔｏ　
Ｙａｋｕｈｉｎ　Ｋｏｇｙｏ　Ｃｏ．Ｌｔｄ．製）、ポリグリセロール＃７５０（Ｓａｋ
ａｍｏｔｏ　Ｙａｋｕｈｉｎ　Ｋｏｇｙｏ　Ｃｏ．Ｌｔｄ．製）、ジグリセロール（Ｓａ
ｋａｍｏｔｏ　Ｙａｋｕｈｉｎ　Ｋｏｇｙｏ　Ｃｏ．Ｌｔｄ．製）であってもよい。
【００６４】
　用いることができるポリオールは、グリコール類、例えばプロピレングリコール、ジプ
ロピレングリコール、およびブチレングリコール；グリセロール；単糖類、例えばグルコ
ースおよびフルクトース；ソルビトール；二糖類、例えばスクロース（またはサッカロー
ス）；グリコール類、例えばポリ（エチレングリコール）類およびポリ（プロピレングリ
コール）類のホモポリマー；グリセロールまたはポリグリセロール類のホモポリマー；お
よびこれらの混合物を含む。
【００６５】
　スクロース、ポリグリセロール、およびこれらの混合物が、本発明における使用に好ま
しい。
【００６６】
　特にポリグリセロールは、平均して２～１０のグリセロール単位を含んでもよい。ポリ
グリセロール－６が好ましい。
【００６７】
　ポリグリセロール含量は有利には、この組成物の重量の１～１０重量％、典型的には約
５重量％である。
【００６８】
　ポリオールまたはポリオールの混合物は、この組成物の総重量の５～４０重量％、好ま
しくは１０～３５重量％、例えば２５～３０重量％に相当してもよい。
【００６９】
　水、および上記の可能性のあるポリオールに加えて、本発明による油中水エマルジョン
の水相は、親水性もしくは親油性活性成分（active principles）、親水性ラテックス、
または少なくとも１つの親水性ゲル化剤を含んでもよい。親水性ゲル化剤は好ましくは、
特に次のものから選択することができるヒドロコロイドである。アクリル酸のホモポリマ
ーおよびコポリマー、および／またはアクリル酸の塩もしくはエステル類のホモポリマー
およびコポリマー、例えばアクリルアミドのカルボマー、ホモポリマー、およびコポリマ
ー、アクリロイルアミドメチルプロパンスルホン酸（ＡＭＰＳ）のホモコポリマーおよび
コポリマー、例えばＣｌａｒｉａｎｔからのＡｒｉｓｔｏｆｌｅｘ（登録商標）ＡＶＣも
しくはＨＭＢ、グアー（guar）、またはキサンタンガム、およびセルロース誘導体。この
リストは限定的なものではない。
【００７０】
　本発明による組成物はまた、好ましくは非イオン性界面活性剤、例えば特にＵｎｉｑｕ
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ｅｍａによって商品名Ａｒｌａｃｅｌ（登録商標）Ｐ１３５として販売されているポリエ
トキシル化ジポリヒドロキシステアレート（３０ＥＯ）；または同様に、ポリエーテル類
によって変性されたポリシロキサンから選択される１またはそれ以上の油中水乳化剤（wa
ter-in-oil emulsifiers）を含んでもよいが、このリストは限定的なものではない。
【００７１】
　本発明にしたがって用いられる組成物はこれに加えて、少なくとも１つの充填剤（fill
er）を含んでもよい。充填剤という用語は、組成物中に不溶性のいずれかの形状（特に球
形または薄層状（lamellar））のいずれかの無機もしくは有機粒子を意味すると理解され
る。充填剤の例は、タルク、雲母、シリカ、カオリン、亜硝酸ホウ素、デンプン、無水オ
クテニルコハク酸によって変性されたデンプン、ポリアミド類、シリコーン樹脂、シリコ
ーンエラストマーに由来する粉末、およびアクリルポリマー、特にポリ（メチルメタクリ
レート）に由来する粉末である。これらの充填剤は特に、異なる化学的性質、および／ま
たは異なる物理的形態のいくつかの層から構成されていてもよく、特に球形充填剤でコー
ティングされた薄層状の形態で提供されてもよい。これらは、様々な表面処理を用いて変
性されてもよい。表面処理された充填剤の一例は、特にＫｏｂｏによって商品名ＤＳＰＣ
Ｓ　２０Ｎ－Ｉ２、ＤＳＰＣＳ／３Ｈ－Ｉ２、およびＤＳＰＣＳ－Ｉ２として販売されて
いるエチレン／メタクリレートコポリマーによって変性されたシリカから構成される。
【００７２】
　この組成物はまた、水溶性もしくは脂溶性染料、組成物を着色および／または不透明化
する効果および／または唇を着色する効果を有する充填剤、例えば顔料、真珠光沢剤（pe
arlescent agents）、レーキ（不活性無機キャリヤー上に吸着された水溶性染料）、およ
びこれらの混合物から選択される少なくとも１つの着色材料を含んでもよい。これらの着
色材料は場合により、疎水剤、例えばシラン類、シリコーン類、脂肪酸石鹸、Ｃ９－１５

フルオロアルキルホスフェート、アクリレート／ジメチコーンコポリマー、混合Ｃ９－１

５フルオロアルキルホスフェート／シリコーンコポリマー、レシチン類、カルナバワック
ス、ポリエチレン、キトサン、および場合によりアシル化アミノ酸類、例えばラウロイル
リジン、ジナトリウムステアロイルグルタメート、およびアルミニウムアシルグルタメー
トで表面が処理されてもよい。これらの顔料は、無機または有機であってもよく、天然ま
たは合成であってもよい。顔料の例は特に、鉄、チタン、もしくは亜鉛酸化物であり、同
様に複合顔料、およびゴニオクロマチック（goniochromatic）顔料、真珠光沢顔料、干渉
性顔料、光変色性（photochromic）顔料、または熱変色性（thermochromic）顔料である
が、このリストは限定的なものではない。真珠光沢剤は、メーキャップ製品、例えば雲母
－二酸化チタン製品中に従来から存在するものから選択されてもよい。
【００７３】
　この組成物は、顔料、パール、および／または充填剤を含んでもよい。本発明において
用いることができる無機顔料として、チタン、ジルコニウム、もしくはセリウム酸化物、
ならびに亜鉛、鉄、もしくはクロム酸化物、およびフェリックブルーを挙げることができ
る。本発明において用いることができる有機顔料のうち、カーボンブラックおよびバリウ
ム、ストロンチウム、カルシウム（ＤＣレッドＮｏ．７）、およびアルミニウムレーキを
挙げることができる。
【００７４】
　本発明において用いることができる真珠光沢剤のうち、酸化チタン、酸化鉄、天然顔料
、またはビスマスオキシクロライドでコーティングされた雲母、例えば着色チタン雲母を
挙げることができる。
【００７５】
　充填剤は、この組成物の総重量の０～３５％、好ましくは０．５～１５％の割合で存在
してもよい。特にタルク、雲母、カオリン、ナイロン粉末（特にＯｒｇａｓｏｌ（登録商
標））およびポリエチレン粉末、テフロン（登録商標）、デンプン、亜硝酸ホウ素、コポ
リマー微小球、例えばＥｘｐａｎｃｅｌ（登録商標）（Ｎｏｂｅｌ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅ
）、Ｐｏｌｙｔｒａｐ（登録商標）（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ）、およびシリコーン樹脂
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マイクロビーズ（例えばＴｏｓｈｉｂａからのＴｏｓｐｅａｒｌ（登録商標））を挙げる
ことができる。
【００７６】
　着色剤の量は好ましくはかなり低く、典型的にはこの組成物の総重量の１０重量％未満
、例えば１～５重量％であるので、この組成物の透明性は損なわれない。
【００７７】
　本発明による組成物はまた、ナトリウムサッカリネート；酸化防止剤、例えばアスコル
ビン酸のアルキルもしくはホスホリルエステル類、または同様にトコフェロールおよびそ
のエステル類；金属イオン封鎖剤（sequestering agents）、例えばＥＤＴＡ塩；ｐＨ調
節剤；防腐剤（preservatives）；および香料（fragrances）を含んでもよい。
【００７８】
　本発明による組成物はまた、次のリスト、例えば血管拡張刺激剤またはフレッシュニン
グ剤（freshening agents）から選択される１またはそれ以上の活性成分を含んでもよい
。
【００７９】
　パンプリング剤（pumpling agents）の一例は、ＨＹＡＬＵＲＯＮＩＣ　ＦＩＬＬＩＮ
Ｇ　ＳＰＨＥＲＥＳである。
【００８０】
　水和剤は、Ｃｅｒｅｔｏｎｉａ　Ｓｉｌｉｑｕａフルーツ抽出物、Ｃｒｉｔｈｍｕｍ　
Ｍａｒｉｔｕｍ抽出物、ラベンダーワックス、マリンジュース（marine juice）、カメリ
アフラワーウオーター、ロータスウオーター、オレンジフラワーワックス（ｃｉｔｒｕｓ
　ａｕｒａｎｔｉｕｍ）、ジャスミンワックス（ｊａｓｍｉｎｕｍ　ｇｒａｎｄｉｆｌｏ
ｒｕｍ）、ＤＥＣＯＸ（登録商標）（４－デシルオキサゾリジン－２－オン）、ＨＹＤＲ
ＡＴＹＬ（登録商標）ＬＳ　８４５３、およびＬｉｐｏｆｒｕｃｔｙｌ　Ａｒｇａｎ（登
録商標）から選択することができる。
【００８１】
　プロコラーゲン剤（procollagen agents）の例は、次のとおりである。Ｏｐａｌ　Ｐｏ
ｗｄｅｒ（登録商標）、ペプチド、例えばＭ３００（登録商標）、Ｍａｘｉ　ｌｉｐ（登
録商標）、ＤＥＲＭＩＣＡＮ（登録商標）、Ｐｉｓｕｍ　ｓａｔｉｖｕｍ抽出物、Ｚｉｎ
ｇｉｂｅｒ　ｐｕｒｐｕｒｅｕｍ　ｒｈｉｚｏｍｅ抽出物、Ｇｕａｚｕｍａ　ｕｌｍｉｆ
ｏｌｉａ抽出物、Ｃａｎａｒｉｕｍ　ｃｏｍｍｕｎｅ　Ｇｕｍ－樹脂、加水分解大豆タン
パク質、ヒドロキシプロリン、ＭＥＴＨＹＬＳＩＬＡＮＯＬ　ＭＡＮＮＵＲＯＮＡＴＥ、
ＨＹＤＲＯＸＹＰＲＯＳＩＬＩＳＩＬＡＮＥ、加水分解Ｃｕｃｕｒｂｉｔａ　Ｐｅｐｏシ
ードケーキ、Ｃｅｎｔｅｌｌａ　ａｓｉａｔｉｃａ抽出物、Ｋｅｅｐ　ｙｏｕｎｇ　ｃｏ
ｍｍｉｐｈｏｒａ　ｊａｓｍｉｎｅ　Ａｑｕａｐｈｙｌｌｉｎｅ（ｖｉｏｌａ　ｔｒｉｃ
ｏｌｏｕｒ抽出物）。
【００８２】
　精油（essential oils）は、シナモン、ジンジャー油、ブラックペパー油、チリペパー
リーフ油、ペパーミント油、クローブ油、またはこれらの混合物の１つから選択されても
よい。
【００８３】
　特に、血管拡張を刺激し、および／または抗凝固活性および／または抗高血圧効果を有
する薬剤は、次のものであってもよい。
　－抗高血圧剤、例えばカリウム－チャネル開口薬；
　－国際公開第２００５／００４８５８号に記載されているような、ホスホジエステラー
ゼ阻害剤、例えばビスナジン、エスクロシド、イカリン、またはこれらを含有する抽出物
；
　－フラボノイドもしくはフラボグリコシド；
　－グルコシド類；
　－血管拡張特性を有する植物抽出物もしくはペプチド類。
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【００８４】
　抗高血圧剤は、チアジド；アンギオテンシン受容体阻害剤、例えばロサルタンもしくは
カンデサルタン；プロスタグランジン、例えばＥプロスタグランジンおよびプロスタサイ
クリン；ＡＣＥ阻害剤、例えばカプトプリルもしくはラミプリル；カリウム－チャネル開
口薬、例えばミノキシジル、クロマカリム、ジアゾキシド、ニコランジル、ピナシジル、
またはこれらの誘導体；カルシウムチャネルブロッカー、例えばニフェジピン、ベラパミ
ル、ジルチアゼム、アムロジピン；アドレナリン作動性受容体ブロッカー、例えばナイア
シン、プラゾシン、ヒドララジン；アセチルコリン、およびムスカリン受容体活性化剤で
あってもよい。
【００８５】
　フラボノイドおよびフラボグリコシドは、例えばＧｉｎｇｋｏフラボグリコシド、アメ
ントフラボン、遊離形態のＧｉｎｇｋｏ　ｂｉｌｏｂａフラボン、または国際公開第２０
０５／００４８５８４号に記載されているようにリン脂質と錯体化されたＧｉｎｇｋｏ　
ｂｉｌｏｂａフラボン；ヘスペリジン、アルファ－Ｇ－ヘスペリジン、ヘスペリジンメチ
ルカルコン、ルトシド（例えばベータ－ヒドロキシエチル－ルトシド、トリメチル－ルト
シド）であってもよい。
【００８６】
血管拡張性植物抽出物（Vasodilatory plant extracts）：
　国際公開第０３／０１８７３０号に記載されているようなＨｅｌｉｃｈｒｙｓｕｍ　ｉ
ｔａｌｉｃｕｍ抽出物；Ｒｉｂｅｓ　ｎｉｇｒｕｍ抽出物、Ｅｐｉｍｅｄｉｕｍ　ｇｒａ
ｎｄｉｆｌｏｒａ抽出物、Ａｃｔｉｎｉｄｉａ　ｃｈｉｎｅｎｓｉｓ　Ｌ．抽出物、Ｃｕ
ｐｒｅｓｓｕｓ　ｓｅｍｐｅｒｖｉｒｅｎｓ抽出物、Ｍｃｌｉｓｓａ　ｏｆｆｉｃｉｎａ
ｌｉｓ抽出物、Ｖｉｎｃａ　ｍｉｎｏｒａ抽出物、Ｃｅｎｔｅｌｌａ　ａｓｉａｔｉｃａ
抽出物、Ｔｅｒｍｉｎａｌｉａ　ｓｅｒｉｃｅａ、Ｃａｌｅｎｄｕｌａｅ抽出物、Ａｒｎ
ｉｃａ抽出物、Ａｍｍｉ　ｖｉｓｎａｇａ抽出物。
【００８７】
血管拡張性ペプチド類（Vasodilatory peptides）：
　ＣＧＲＰ（Calcitonin gene related peptide、カルシトニン遺伝子関連ペプチド）、
サブスタンスＰ（神経末端によって放出されるデカペプチド）、または欧州特許第２２５
６３９号に記載されているようなＶＩＰ（Vasoactive Intestinal Polypeptide、血管活
性腸ポリペプチド）。
【００８８】
他の血管拡張剤（Other vasodilatory agents）：
　ナイアシンおよびこれらの誘導体、例えばニコチン酸のエステル類（キサンチノールニ
コチネート、イノシトールニコチネート）；サリチル酸およびこれのエステル類；ジヒド
ロエルゴトキシンメタンスルホネート；ジヒドロエルゴコミンメタンスルホネート、ジヒ
ドロエルゴクリスチンメタンスルホネート、シンナリジン、ビンカミン、ペントキシフィ
リン、バメタンスルフェート、ベンシクランヒドロジェノフマレート、ベータ－ピリジル
カルビノール；酸化窒素ドナー（ＮＯ）の前駆物質、非ポリマーＮＯリベレーター（libe
rators）；ＮＯシンターゼ（ＮＯＳ）刺激剤の合成および／または活性の刺激剤、および
これらの混合物。
【００８９】
　温度調節剤は、フレッシュニング剤、例えばメントール、ミント抽出物、またはミント
精油；ペパーミント油、ウインターグリーン油、メントン、メンチルラクテート、メンタ
ン誘導体、例えばメンタンカルボキサミド、Ｎ－エチルＰ－メンタンカルボキサミド－３
、３－（１－メントキシ）－プロパン－１，２－ジオール、ｐ－メンタン－３，８－ジオ
ール、メンチルスクシネート；アロエベラ精油、または朝鮮人参（ginseng）精油であっ
てもよい。
【００９０】
　フレッシュニング剤は、吸熱有機塩、例えばカリウムクロライド、またはウレアを含ん
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でもよい。
【００９１】
　温度調節剤は、加温剤、例えばショウノウ、ユーカリ抽出物もしくは精油、朝鮮人参精
油であってもよい。
【００９２】
　微小循環活性化剤（Microcirculation activating agnets）は、ビオモジュリン（Ｌｅ
ｎｔｉｎｕｓ　ｅｄｏｄｅｓ）、ルスコゲニン、ユズ水（ｃｉｔｒｕｓ　ｊｕｎｏｓ）、
ＶＩＳＮＡＤＥＸ（登録商標）（ビスナジン）、Ｋｏｍｂｕｃｈｋａ、Ｐｙｃｎｏｇｅｎ
ｏｌ、マンガングルコネート（ＳｅｐｐｉｃからのＧｉｖｏｂｉｏ　ＧＭｎ（登録商標）
）、Ｖｉｓｎａｄｉｎｅ（Ｉｎｄｅｎａからのもの）、ルピン抽出物（Ｓｉｌａｂからの
Ｅｃｌａｌｉｎｅ）、Ｅｐａｌｉｎｅ（登録商標）１００（Ｌａｂｏｒａｔｏｉｒｅｓ　
Ｃａｒｉｌｅｎｅ）、ダイダイ花抽出物（ＳｉｌａｂからのＲｅｍｏｄｕｌｉｎｅ（登録
商標））、これの誘導体としてのビタミンＰ、例えばＰｅｒｍｅｔｈｏｌ（登録商標）（
Ｓｏｃｈｉｂｉｏｓからのもの））、ルスカス抽出物、朝鮮人参抽出物、ツタ（ivy）抽
出物、スイートクローバー抽出物、カフェイン、ニコチネートおよびこれの誘導体、リジ
ンおよびこれの誘導体（ＳｏｌａｂｉａからのＡｓｐａｒｌｙｎｅ（登録商標））から選
択されてもよい。
【００９３】
　本発明による組成物はこれに加えて、有機および無機スクリーニング剤およびこれらの
混合物から選択される少なくとも１つのＵＶスクリーニング剤を含んでもよい。特に、有
機スクリーニング剤として、ジベンゾイルメタン誘導体（ブチルメトキシジベンゾイルメ
タンを包含する）、桂皮酸誘導体（エチルヘキシルメトキシ桂皮酸を包含する）、サリチ
レート、パラ－アミノ安息香酸、β，β－ジフェニルアクリレート、ベンゾフェノン、ベ
ンジリデンカンファー誘導体、フェニルベンズイミダゾール、トリアジン、フェニルベン
ゾトリアゾールおよびアントラニン誘導体を挙げることができる。特に無機スクリーニン
グ剤として、コーティングされていてもよく、されていなくてもよい顔料もしくはナノ顔
料の形態の、無機酸化物をベースとする、特に二酸化チタンまたは酸化亜鉛をベースとす
るスクリーニング剤を挙げることができる。
【００９４】
　追加アジュバントの例は、特にＣＴＦＡ辞典（化粧品、洗面、および香料協会(The Cos
metic,Toiletry and Fragrance Association)によって出版された国際化粧品成分辞典お
よびハンドブック(International Cosmetic Ingredient Dictionary and Handbook)、第
９版、２００２年）に記載されている。
【００９５】
　本発明による組成物は特に、一般にフォーム（foam）からできる、目の細かいブラシも
しくは目の粗いブラシの形態のアプリケーターが備えられた容器中に包装された、濃厚な
流体の形態で提供されてもよい。当然ながら、特にフェルト型のアプリケーターを使用す
る他の塗布方法も可能である。
【００９６】
　したがって、好ましくは本発明に使用される組成物は、唇をメーキャップするための製
品、特にリップグロスとして用いられる。
【００９７】
　本発明の別の対象はこのようにして、唇のケアまたはメーキャップのための美容方法で
あって、上記組成物の唇への局所塗布を含む方法である。
【００９８】
　本発明はここで、次の非限定的な実施例によって例証される。
【実施例】
【００９９】
［実施例１］：リップグロス（Lip gloss）
　リップグロスが、当業者の通常の方法で製造された。このリップグロスは、次の組成を
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有し、これらの成分の割合は、重量パーセンテージとして表示される。
【表１】

 
【０１００】
　好ましい実施形態において、エチレン／プロピレン／スチレンコポリマー、ブチレン／
エチレン／スチレンコポリマー、およびエチレン／プロピレンコポリマーが、別々にもし
くはともに水素化ポリデセン中に予め混合されてゲルが形成され、これはさらに、これら
の成分の残りに含められる。
【０１０１】
　例えば、水素化ポリデセン中のエチレン／プロピレンコポリマーのゲルが用いられても
よい。このようなゲルは、Ｃｒｅａｔｉｏｎｓ　Ｃｏｕｌｅｕｒｓによって参照名Ｃｒｅ
ａｇｅｌ　Ｃｒｙｓｔａｌ　ＡＦとして販売されている。
【０１０２】
感覚評価（Sensory evaluation）
　小さいビンに包装された実施例１の配合物が、温度、湿度、および光の標準化条件下に
、２０被験者のパネルによって評価された。
【０１０３】
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　この評価を行なうために、この製品を、小さいビンに備えられる細いアプリケーターブ
ラシを用いて下唇へ塗布し、唇のアウトラインをうまく引いた。細いブラシをその後、こ
の製品を同様に上唇へ塗布する前に、組成物中に入れた。
【０１０４】
　パネルのメンバーは、塗布した時および塗布後、提供されたデスクリプター（descript
ors）にしたがってこの製品を評価した。
【０１０５】
　その後データが収集され、Ｆｉｚｚソフトウエアを用いて、プロファイルテストに特異
的な統計方法にしたがって分析された。得られた結果を、次の表で照合する。
【表２】

 
【０１０６】
　したがって、本発明による組成物は、非常に良好な滑りで唇に塗布され、唇上に、薄く
柔らかい、光沢があるが、粘着性のない皮膜を形成し、その皮膜は唇を見えるよう（半透
明）にしておく。
【０１０７】
［実施例２］：ファンデーションベース（Foundation Base）
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【表３】

　好ましい実施形態において、エチレン／プロピレン／スチレンコポリマー、ブチレン／
エチレン／スチレンコポリマー、および／またはエチレン／プロピレンコポリマーが、別
々にもしくはともに水素化ポリデセン中に予め混合され、ゲルが形成され、これはさらに
、これらの成分の残りと混合される。
　例えば、水素化ポリデセン中のエチレン／プロピレンコポリマーのゲルが用いられても
よい。このようなゲルは、Ｃｒｅａｔｉｏｎｓ　Ｃｏｕｌｅｕｒｓによって参照名Ｃｒｅ
ａｇｅｌ　Ｃｒｙｓｔａｌ　ＡＦとして販売されている。
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　本願発明は以下の態様を含む。
［１］
　少なくとも１つの不揮発性炭化水素油、エチレンとプロピレンとの少なくとも１つの第
一コポリマー、およびスチレンとスチレン以外の少なくとも１つのオレフィンとの少なく
とも１つの第二コポリマーを含む、油中水エマルジョンの形態にある化粧品組成物。
［２］
　少なくとも１つの第二コポリマーが、スチレンと、エチレン、プロピレン、ブチレン、
ブタジエン、イソプレン、またはこれらの混合物の１つから選択される少なくとも１つの
オレフィンとからできることを特徴とする、［１］に記載の組成物。
［３］
　前記第二コポリマーが、
　－エチレン／プロピレン／スチレン、
　－ブチレン／エチレン／スチレン、
　－ブタジエン／スチレン、
　－イソプレン／スチレン、
　－スチレン／ブタジエン／スチレン、
　－スチレン／イソプレン／スチレン、
　－スチレン／エチレン／ブチレン／スチレンコポリマー、
　－およびこれらのブレンド
から選択されることを特徴とする、［１］または［２］に記載の組成物。
［４］
　前記第二コポリマーが、エチレン／プロピレン／スチレンおよびブチレン／エチレン／
スチレンコポリマーのブレンドであることを特徴とする、［３］に記載の組成物。
［５］
　前記第二コポリマー対第一コポリマーの比が、１／１０～２０／１、好ましくは１／２
～５／１、好ましくは１／１～２／１になることを特徴とする、［１］～［４］のいずれ
か１項に記載の組成物。
［６］
　前記第一コポリマーの量が、前記組成物の総重量の０．１～１０重量％、好ましくは０
．５～５重量％になることを特徴とする、［１］～［５］のいずれか１項に記載の組成物
。
［７］
　前記第二コポリマーの量が、前記組成物の総重量の０．１～１０重量％、好ましくは０
．５～５重量％になることを特徴とする、［１］～［６］のいずれか１項に記載の組成物
。
［８］
　前記不揮発性炭化水素油の量が、前記組成物の総重量の５～３５重量％、好ましくは前
記組成物の総重量の１０～３０重量％になることを特徴とする、［１］～［７］のいずれ
か１項に記載の組成物。
［９］
　前記不揮発性炭化水素油が、炭化水素類およびエステル類から選択されることを特徴と
する、［１］～［８］のいずれか１項に記載の組成物。
［１０］
　前記不揮発性炭化水素油が、水素化ポリデセン、水素化ポリイソブテン、イソプロピル
パルミテート、イソノニルイソノナノエート、Ｃ１２－Ｃ１５アルキルベンゾエートから
選択されることを特徴とする、［１］～［９］のいずれか１項に記載の組成物。
［１１］
　前記油中水エマルジョンの水相が、前記組成物の総重量の３０～６０重量％、好ましく
は前記組成物の総重量の４０～５０重量％に相当することを特徴とする、［１］～［１０
］のいずれか１項に記載の組成物。
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［１２］
　前記油中水エマルジョンの水相が、少なくとも１つのポリオールを含むことを特徴とす
る、［１］～［１１］のいずれか１項に記載の組成物。
［１３］
　前記ポリオールが、
　－グリコール、例えばプロピレングリコール、ジプロピレングリコール、およびブチレ
ングリコール；およびグリコール類のホモポリマー、例えばポリ（エチレングリコール）
類およびポリ（プロピレングリコール）類；
　－グリセロールおよびポリグリセロール化合物；
　－単糖類、例えばグルコースおよびフルクトース；
　－ソルビトール；
　－二糖類、例えばスクロース；
　－およびこれらの混合物
から選択されることを特徴とする、［１２］に記載の組成物。
［１４］
　前記ポリオールが、ポリグリセロール化合物およびこれらの混合物から選択されること
を特徴とする、［１３］に記載の組成物。
［１５］
　前記ポリオールが、ポリグリセロールとスクロースとの混合物であることを特徴とする
、［１３］または［１４］に記載の組成物。
［１６］
　前記ポリオールの量が、前記組成物の重量の２５～３５重量％であることを特徴とする
、［１２］～［１５］のいずれか１項に記載の組成物。
［１７］
　少なくとも１つの着色剤を、前記組成物の重量の１～５重量％の量で含むことを特徴と
する、［１］～［１６］のいずれか１項に記載の組成物。
［１８］
　少なくとも１つの揮発性油を、前記組成物の重量の５～８重量％の量で含むことを特徴
とする、［１］～［１７］のいずれか１項に記載の組成物。
［１９］
　唇、眉毛、または肌のケアまたはメーキャップのための美容方法であって、［１］～［
１７］のいずれか１項に記載の組成物の唇、眉毛、または肌への局所塗布を含む方法。 
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